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令和６年２月７日 

子 ども・ 若 者 部  

子ども・若者支援課 

世田谷区子ども条例の改正に向けた検討状況について 

１ 主旨 

   世田谷区子ども条例の改正に向けた議論を開始することについて、令和５年５月３１日の本特

別委員会に報告したところである。 

  この間の世田谷区子ども・子育て会議及び子ども・青少年協議会での検討状況を報告する。 

 

２ 世田谷区子ども条例改正に向けた検討について 

（１） 検討の背景と経緯 

① 区は、平成 13 年 12 月に世田谷区子ども条例を制定し、国連の子どもの権利条約に掲げ
る理念のもと、「子どもがすこやかに育つことのできるまち」の実現を目指し、子ども・若者、

子育て施策を前進させてきた。しかしながら、区においても、未だ児童虐待やいじめ等の

子どもの権利や子どもの健やかな育ちが侵害されている現状がある。 

② 令和５年３月に子ども・子育て会議から区に提出された「世田谷区子ども条例と子どもの権
利に関する報告書」の提言や、この間の区議会からのご意見、国のこども基本法の施行も

踏まえ、今一度、子ども・若者の参加のもと、区議会、区民の意見を伺いながら、世田谷区

子ども条例の改正に向けた議論が幅広く必要であると判断し、子ども・子育て会議に諮問

するとともに、子ども・青少年協議会でも議論を開始し、改正に向けた検討を進めている。 

③ また、小学生・中学生・若者アンケート調査、子ども・若者ヒアリング、せたがや子ども・若者
の声ポスト（インターネットアンケート）、子ども・青少年会議といった様々な方法で子ども・

若者の声を聴き、その声をもとに、子ども・子育て会議と子ども・青少年協議会で、子ども・

若者を取り巻く現況と課題を把握しながら、検討を進めている。子ども・若者からの意見へ

のフィードバックは、今後、区のホームページ等を通じて行う予定であり、来年度以降も、子

ども・若者の意見聴取及び反映、フィードバックの取組みを継続的に実施していく。 

 



2 
 
（２） 子ども・子育て会議及び子ども・青少年協議会での検討体制及び経過等 

① 子ども・子育て会議子どもの権利部会 

ア 検討体制（子どもの権利部会委員）                   ※部会長  （敬称略） 

 氏名 所属・役職 

１ 久保田 純※  日本大学 准教授 

２ 加藤 悦雄  大妻女子大学 教授 

３ 猪熊 弘子  駒沢女子短期大学 教授 

４ 林 大介  浦和大学 准教授 

５ 半田 勝久  日本体育大学 准教授 

６ 髙橋 直之  児童養護施設 東京育成園 園長 

７ 三瓶 七重  砧地域子育て支援コーディネーター きぬたまの家 

８ 奥村 明日  公募区民委員 

９ 橋本 典明  公募区民委員 

イ 検討経過 

 日時 議事内容 

第１回 令和 5 年 9 月 22 日（金） ・「世田谷区子ども条例と子どもの権利に関する

報告書」の提言を踏まえた論点整理 第２回 10 月 18 日（水） 

第３回 
11 月 6 日（月） 

（小委員会との合同開催） 

・小委員会からの意見発表 

・意見交換 

第４回 12 月 15 日（金） 

・小学生※1・中学生※2 調査（速報値）及子ども・若

者の声ポスト（インターネットアンケート）※3の結果 

・条例改正に向けた答申について 

第５回 令和６年 １月 11 日（木） 
・子ども※4へのヒアリング結果 

・条例改正に向けた答申（たたき台）について 

第６回 
       1 月 31 日（水） 

（小委員会との合同開催） 

・子ども・青少年会議の結果 

・条例改正に向けた答申について 

※１ 区立小学校に通う１年生～６年生 

※２ 区内在住の１年生～３年生 

※３ 区内在住・在学・在勤の小学校 1年生から 29 歳の子ども・若者 

※４ 未就学児、日本語が母国語ではない子ども、障害のある子ども、児童養護施設にいる子ども 
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② 子ども・青少年協議会小委員会 

ア 検討体制（小委員会委員） 

 氏名 所属・役職 

１ 森田 明美 東洋大学 名誉教授 

２ 林 大介 浦和大学 准教授 

３ 堀井 雅道 国士舘大学 准教授 

４ 石井 基子 世田谷区青少年委員会副会長 

５ 明石 眞弓 世田谷区民生委員児童委員協議会主任児童委員部会 部会長 

６ 大橋 海斗 公募区民委員 

７ 勢能 克彦 公募区民委員 

８ 若林 麻衣 公募区民委員 

９ 廣岡 武明 メルクマールせたがや施設長 

10 下村 一 希望丘青少年交流センター長 

11 奥村 啓 せたがや若者サポートステーション所長 

12 森嶌 正巳 『情熱せたがや、始めました。』運営委託事業者 

13 新井 佑 特定非営利活動法人 neomura 代表理事 

14 近藤 三知香 若者と咲かせるネットワーク・せたがや 

15 鳥生 咲希 協定大学（昭和女子大学）、大学生 

16 三沢 勝斗 協定大学（日本大学文理学科）、大学生 

17 遠藤 恵理菜 『情熱せたがや、始めました。』メンバー、大学生 

18 中谷 友美 しもきた倶楽部メンバー、大学生 

イ 検討経過 

 日時 議事内容 

第１回 8 月 30 日（水） 
若者アンケート調査※1、ヒアリング調査※２（項目、

対象施設）ついて検討 

第２回 9 月 28 日（木） 
若者アンケート調査、ヒアリング調査（項目、依頼

文、対象施設）について検討 

第３回 10 月 23 日（月） 
若者アンケート調査確定、ヒアリング調査（実施

日、担当割確認）、世田谷区子ども条例の議論 

第４回 
11 月 6 日（月） 

（権利部会との合同開催） 

・子どもの権利部会へ小委員会の意見報告 

・意見交換 

第５回 令和６年 １月 16 日（火） ・条例改正に向けた答申（たたき台）について 

第６回 
       1 月 31 日（水） 

（権利部会との合同開催） 

・子ども・青少年会議の結果 

・条例改正に向けた答申について 

※１ 区内在住の 15歳～29 歳 

※２ 区内の若者施設、学校、団体などの利用者や学生で 15 歳～29 歳の若者と支援者 
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（３） 答申に向けての主な論点（子ども・子育て会議及び子ども・青少年協議会での検討状況） 

   子ども・子育て会議及び子ども・青少年協議会では、現在の世田谷区子ども条例について、

令和５年３月の「世田谷区子ども条例と子どもの権利に関する報告書」の提言や、小学生・中学

生・若者アンケート調査、子ども・若者ヒアリング、せたがや子ども・若者の声ポスト（インターネット

アンケート）、子ども・青少年会議で聴取した子ども・若者からの意見等を踏まえ、条文の構成ご

とに議論を重ねている。３月に予定している答申に向けた主な論点は、以下のとおりである。 

① 子ども条例改正の目的（条例が果たす役割、何を成し得るのか） 

ア 条例制定から２０年が経過し、子どもを取り巻く状況や子ども施策の多様化が進む一方で

ある。そうした中でも、子どもの最善の利益を考え「区は子どもの最大の応援団であるべき。」

という理念のもと、社会情勢や区を取り巻く環境が変わっても、子どもにとっての最善の利益

を保障するため、理念を継承していくために、子ども条例を改正する。 

イ 「子どもの権利が尊重され、子どもも、大人も暮らしやすい社会」、「子ども・若者が、自分

の意見を聴いてもらえている、自分の意見には影響力があることを実感できる地域社会」を

目指し、「子ども条例を文化として根付かせる。」ことを目標とする。 

ウ 区民や事業者が、子育てや支援等で悩んだ際、最終的な拠り所、立ち返る原点となるよう、

大事にしなければならない、基本的なことを定める。 

② 子どもの権利の明示 

ア 現在の条例には、子どもの権利の規定がなく、改正にあたっては、国連の子どもの権利

条約を踏まえ、以下の（ア）～（ウ）のことを規定する必要があり、特筆すべき権利については、

検討を進める。 

（ア）子どもの権利条約の精神に則った条例であること 

（イ）子どもの権利条約の４つの一般原則（差別の禁止（2 条）、子どもの最善の利益（3 条）、 

生命・生存・発達に対する権利（6 条）、意見表明権（12 条）） 

（ウ）４つの一般原則のほか、区の子ども・若者の現状や課題を踏まえて、特筆すべきと考え

る子どもの権利 

③ 子どもの参加と意見表明 

ア 様々な機会で、多様な子どもの声を聴く仕組み（意見形成の支援からフィードバックまで）

の構築が必要であり、明記する必要がある。 

④ 地域の取組み 

ア 保護者は役割を負うだけでなく、支えられるべき存在であり、保護者を子育てで孤立させ

ることがないよう、地域社会で支えることができるような内容を明記すべきである。また、子ど

もの権利を尊重するために、地域社会、施設、学校、区民、区が担う役割を明記する。 

イ 子どもが幸せになるためには、保護者が幸せである必要があるという考えのもと、子育てし

やすい地域をつくることを目的に加える。 
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⑤ 推進体制（評価・検証） 

ア 子どもの権利の視点にたって、子ども施策を評価・検証するには、定期的なモニタリング

と、独立性の担保が重要であると考えられることから、新たに第三者機関を立ち上げる必

要がある。さらに、子どもの声を反映させた評価・検証の仕組みとする必要がある。 

（４） 子ども・若者の意見を聴く取組みの状況 

① 小学生・中学生・若者アンケート調査 

ア 期  間 

小学生・中学生アンケート調査：令和５年１０月２日（月）～１０月２３日（月） 

若 者 ア ン ケ ー ト 調 査：令和５年１１月１５日（水）～１２月６日（水） 

イ 調査対象、調査方法、回収数・回収率 
 

ウ 調査結果（速報値）からみる子どもの権利や参加・参画に関する傾向（抜粋） 

詳細は、別紙１参照 
※小学生・中学生アンケート調査結果（速報値）は、令和 5 年 12 月 27 日付情報提供済 
※若者アンケート調査結果（速報値）は、令和 6 年 1 月 22 日付情報提供済         

 （ア）あなた自身やあなたのまわりの子どもの①～⑦の子どもの権利は守られているか 

（小学生低学年・高学年、中学生） 

 調査対象 調査方法 
回収数 

（回収率） 

前回（平成 30 年度） 

回数数（回収率） 

小学校 

低学年 

区立小学校に通う児童 

1,519 人（５校） 

調査依頼文のみ学校

を通じて配布・イン

ターネットによる回

収 

743／1，519

（48.9％） 
児童館    473 

学童クラブ 1，133 

BOP           680 
小学校 

高学年 

区立小学校に通う児童 

1,533 人（５校） 

717／1，533

（46.8％） 

中学生 

世田谷区に居住する 

12～14 歳の子ども 

各年齢 1,000 人ずつ 

 計 3,000 人 

調査依頼文のみ郵送

配布・インターネッ

トによる回収 

809／3，000

（27.0％） 

1,092／3,000 

（36.4％） 

若者 

世田谷区に居住する 

15～29 歳の若者 

調査依頼文のみ郵送

配布・インターネッ

トによる回収 

875／6，000 

（14.6％） 

1,132／6,000

（18.9％） 

【郵送回答】 

775（12.9%） 

【Web 回答】 

357（6.0％） 

世田谷区内の若者施設等を

利用する 15～29 歳の若者 

調査依頼文のみ施設

や団体で配布・イン

ターネットによる回

答 

172 

103 

 【郵送回答】 72 

【Web 回答】 31  
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Ａ「① どんな理由でも差別されない」について、「はい」と回答した割合は、小学校

低学年 59.4％、小学校高学年 68.8％、中学生 74.0％となっている。年齢が低いほ

ど、「わからない」との回答割合が高い傾向がある。 

Ｂ「② 自分にとって一番よいことは何か、大人に一緒に考えてもらえる」について、 

「はい」と回答した割合は、小学校低学年 77.1％、小学校高学年 76.0％、中学生

69.6％となっており、年齢が高いほど、「はい」の割合が低くなっている。 

Ｃ「③ 心も身体ものびのびと成長でき、安心して暮らしている」について、「はい」

と回答した割合は、小学校低学年 85.5％、小学校高学年 84.9％、中学生 75.0％と

なっており、年齢が高いほど、「はい」の割合が低くなっている。 

Ｄ「④ 自由に意見を言うことができ、大人はその意見を大切にしてくれる」につい

て、「はい」と回答した割合は、小学校低学年 74.3％、小学校高学年 76.4％、中学

生 67.0％となっており、中学生では「いいえ」が 9.8％と小学生より高い傾向があ

る。 

Ｅ「⑤ おうちの人からたたかれたり、ひどいことを言われたりしていない」につい

て、年齢が高くなるほど、「はい」の割合が高くなっているが、「いいえ」と回答し

た割合は、小学校低学年 18.0％、小学校高学年 15.9％、中学生 11.1％となってお

り、７項目の中で、一番高くなっている。 

   Ｆ「⑥ 自分に合った方法で学ぶことができている」について、「はい」と回答した

割合は、小学校低学年 81.2％、小学校高学年 77.8％、中学生 71.2％となっており、

年齢が上がるほど、割合が低くなっている。 

 Ｇ「⑦ やりたいことを楽しみ、のびのび遊び、疲れたら休むことができている」に 

ついて、「はい」と回答した割合は、小学校低学年 87.5％、小学校高学年 80.2％、

中学生 74.3％となっており、年齢が上がるほど、割合が低くなっている。 

（イ）子どもの権利を守るための仕組みであるとよいと思うこと 

（小学生高学年、中学生） 

「子どもが困ったときにだれにも知られず相談できる場所が地域にある（小学校高

学年 74.3％、中学生 64.8％）」が、最も多い。次いで、小学校高学年では「子どもが

意見を言える場所がある（64.9％）」、「子どもの困ったことや大人に伝えたいこと

を、伝える手伝いをしてくれる人がいる（63.6％）」となった。中学生では「困った

ときに電話やＳＮＳ、メールなどで相談できるところがある（58.7％）」、「子どもが

意見を言える制度がある（50.9％）」となった。 

（ウ）世田谷区に意見を伝えたり、実現に向けて一緒に取り組む機会への参加意向 

（小学校高学年、中学生、若者） 

「はい」と回答した割合は、小学校高学年 37.4％、中学生 30.5％となった一方で

で、「どちらでもない・わからない」の回答した割合は、小学校高学年 46.4％、中学

生 45.1％で多い。 
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 若者では、区の制度や施策について、約半数（49.9％）の人が自分の考えを伝えた

いと思うとの回答があった。一方、伝えたいと思わない理由としては、「世田谷区に

伝えたい意見がない（若者 42.7％）」が最も多い。 

（エ）世田谷区に意見を伝えやすい方法（小学校高学年、中学生、若者） 

「タブレットやパソコンを使った方法（小学校高学年 70.4％、中学生 77.8％）」、

「LINE や SNS などのオンラインで伝える（若者 55.3％）」が最も多い。 

 次いで、「学校に意見を入れる箱をおくなど、身近なところでできる方法（小学校高

学年 60.0％、中学生 37.5％）」、「子どもが集まり会議などで話しあって伝える方法

（小学校高学年 29.4％、中学生 17.8％）」となった。若者では、「伝えた意見がどのよ

うに扱われるのかわかる（若者 46.5％）」「若者が意見を伝えることが、意義のあるこ

とだと実感できる（若者 44.7％）」となった。 

 

② 子ども・若者ヒアリング 

ア 実施概要 

（ア）目   的：多様な子どもや若者から、直接、意見を聴取するために実施 

（イ）期   間：令和５年１０月２６日（木）～１２月２７日（水） 

（ウ）対   象：区内の学校・大学・施設・地域活動団体など ２４施設（団体） 

対象施設一覧 

区立保育園１か所 (未就学児) 
地域活動団体２か所 (大学生、社会

人、子育て中の父母) 

区立小学校２か所（日本語が母国語で

ない子） 
児童養護施設 

高校２か所 (都立高校、私立高校の生

徒) 

せたがや国際交流センター （外国人の

大学生） 

区内大学１か所 (大学生) メルクマールせたがや （利用者） 

特別支援学校（障害のある子） 
せたがや若者サポートステーション 

（利用者） 

児童館１か所 (高校生の利用者) せたエール （利用者） 

青少年交流センター３か所 （高校生、

大学生、社会人の利用者） 

情熱せたがや、始めました。 （大学生メ

ンバー） 

プレーパーク１か所 (高校生の利用者) 
あいりす （高校生、大学生、専門学校

生の利用者） 

障害者就労支援センター２か所 (発達

障害、知的障害のある人) 

たからばこ （高校生の利用者） 
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（エ）実施方法：子ども・子育て会議または子ども・青少年協議会委員、区職員、調査機関が

現地に出向き、対面でインタビューを実施した。 

 

イ 実施結果 

（ア）ヒアリング数： ９０人 （子ども、若者 ７１人 、 支援者 １９人） 

（イ）主な意見： 

（質問） 世田谷区にどのような場所や施設があるとよいと思いますか。 

・ 知らない人や外国人とも一緒にスポーツができるような屋外の場所。 

・ 自習をすることもでき、大人とも話せる安全な場所。 

・ ちょっとした隙間時間ができたときに時間を潰せる場所。 

・ 特にない。暮らしやすい。 

（質問） 最近の悩み事は何ですか。 

・ 世田谷区内に住み続けたいと思ってもひとり暮らしをするのは、家賃が高く、物価も
高いため金銭的に難しい。 

・ 人見知りをしてしまい、相手とフィーリングが合わないと話しにくい。 

（質問） 世田谷区に悩みを解決するためにしてほしいことは何ですか。 

・ 通学時に危険を感じるので、自転車用車道を広く整備してほしい。 

・ 相談にのってほしい。自分と同じ世代だと話にくいので、自分よりも歳上の世代に
話を聞いてほしい。 

（質問） 大人や社会・地域・学校に対して言いたいことはありますか。 

・ 住んでいる地域でボランティア活動に参加したいが、区外の学校に進学した場 合、
情報が届かない。 

・ 若者にもっとチャンスを与えてほしい。若者の意見が反映され、子ども・若者がやり
たいことをバックアップできる世の中になってほしい。 

・ 特にない。 

 

  ※ヒアリング実施結果は報告書にまとめ、令和６年３月下旬に公表する。 
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③ せたがや子ども・若者の声ポスト（インターネットアンケート） 

 令和５年１１月２０日に、区のホームページに、声を聴く取組み

やフィードバックするためのプラットフォームとして「子ども・若者

の声とともにつくるページ」を開設し、同日より、「せたがや子ど

も・若者の声ポスト（インターネットアンケート）を実施した。 

ア 実施概要 

   （ア）期  間：令和５年１１月２０日（月）～１２月８日（金） 

（イ）対  象：区内在住・在学・在勤の小学校 1年生から 29 歳の子ども・若者 

（ウ）内  容：子どもの権利を守るための方法や意見表明の方法等 

（エ）実施方法：区のホームぺージの回答フォームを通じて回答 

（オ）周知方法：すぐーるでの配信（区立小中学校）、ポスター掲示依頼（区内私立小中、区内

高校、区内特別支援学校、児童館、ほっとスクール、ねつせた、青少年交流センター、まいぷ

れいす、せたエール、メルクマールせたがや、プレーパーク、） 区内大学への情報提供、ねつ

せた、ＳＮＳによる配信（X、LINE） 

イ 実施結果 

回答数：１０３件 

 （内訳：小学生 49 件（47.6％）、中学生 14 件（13.6％）、高校生 10 件(9.8％)、それ以外 30 件

（29.2％）） 

（ア）「子どもの権利を守るための仕組みであるとよいと思うこと」は、「子どもが意見を

言える制度がある（58.0％）」が、最も多い。次いで、「子どもが、国や社会に意見

を伝える方法を学ぶ機会がある（54.0％）、」「子どもに子どもの権利について、もっ

と学校で教える（50.0％）となった。 

（イ）「世田谷区に意見を伝えたり、実現に向けて一緒に取り組む機会への参加意向」は、

「はい」と回答した割合は、60.0％となった一方で、「どちらでもない・わからな

い」の回答も 36.0％と多い。 

（ウ）「世田谷区に意見を伝えやすい方法」は、「タブレットやパソコンを使った方法

（78.0％）」が、最も多い。次いで、「学校に意見を入れる箱をおくなど、身近なとこ

ろでできる方法（45.0％）」、「子どもが集まり会議などで話しあって伝える方法

（38.0％）」となった。 
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④ 子ども・青少年会議（全４回） 

ア 実施概要 

   （ア）対  象：区内在住・在学・在勤の小学校 1年生から１８歳までの高校生世代 

   （イ）実施日時及び会場、人数、内容 

第１回 

10 月 14 日（土） 

１３時半～１６時半 

希望丘青少年交流

センター 

第２回 

11 月 18 日（土） 

１３時半～１５時半 

若林児童館 

第３回 

12 月 9 日（土） 

１３時半～１６時半 

玉川台区民センタ

ー 

第４回 

1 月 20 日（土） 

１３時半～１６時半 

北沢タウンホール 

中高生世代：17 名 

内容： 

グループワーク 

①子どもの権利の

「なんでやねんすご

ろく」 

 

②日常生活の中で

のみんなの「なんで

やねん」 

小学生：19 名 

内容： 

グループワーク 

①子どもの権利の

「なんでやねんすご

ろく」 

 

②日常生活の中で

のみんなの「なんで

やねん」 

小学生・中高生世

代：26 名 

内容： 

①講義「みんなのな

んでやねんと子ども

の権利条約」 

 

②グループワーク 

・自分たちでできる

ことを考えよう 

・子どもの声を世田

谷区に提案しよう 

小学生・中高生世代 

：22 名 

内容： 

①グループワーク 

・次期計画や子ども

条例に反映して欲し

い私たちの願い 

・このようなまちにな

ってほしい（次期計

画のめざす姿） 

 

②区長への提言 

別紙２参照 

（ウ）子どもたちからの提言 

    別紙２参照 

 ※実施結果については、報告書にまとめ、令和６年３月下旬に公表する。  

 

（５） 子ども条例の改正や次期計画の議論への子ども・若者の意見反映及びフィードバック 

今回、聴取した子ども・若者からの意見については、子ども・子育て会議及び子ども・青少年協

議会で報告したうえで、その意見を踏まえた議論を進めているところである。また、子ども・若者の意

見へのフィードバックは、今後、区のホームページ等を通じて、行う予定であり、来年度以降も、子

ども・若者の意見聴取及び反映、フィードバックの取組みを継続的に実施していく。 
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３ スケジュール（予定） 

令和６年 ３月 子ども・子育て会議及び子ども・青少年協議会での検討 

                第４回子ども・子育て会議（答申） 

令和６年 ５月 子ども・若者施策推進特別委員会（骨子案） 

令和６年 ９月 子ども・若者施策推進特別委員会（素案） 

    子ども・若者への意見聴取、パブリックコメント（素案） 

令和７年 ２月 子ども・若者施策推進特別委員会（パブリックコメント等結果、案） 

               第 1 回定例会（条例案の提案） 

           ４月 条例施行 
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「小学生・中学生アンケート結果（速報値）（令和 5年 12月 27日付情報提供）」より抜粋 

４ 子どもの権利に関すること 

（１）あなた自身やあなたのまわりの子どもの①～⑦の子どもの権利は守られているか（小学

生：問６、中学生：問 18） 

① どんな理由でも差別されない 

年齢が低いほど、「わからない」の割合が高く、年齢が高くなるほど、「はい」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔自己肯定感別（クロス）〕 

○小学校低学年 

 

 

 

 

 

○小学校高学年 

 

 

 

 

 

○中学生 

 

 

はい

59.4 

68.8 

74.0 

いいえ

6.1 

3.9 

7.0 

どちらでもない

1.2 

4.3 

6.6 

わからない

32.2 

22.7 

11.5 

無回答

1.2 

0.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

（N=743）

小学校高学年

（N=717）

中学生

（N=809）

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

743 59.4 6.1 1.2 32.2 1.2

自分のことが好き 505 67.5 5.0 1.4 25.3 0.8

自分のことが好きではない 76 44.7 10.5 1.3 42.1 1.3

どちらでもない 142 40.8 7.7 0.0 50.0 1.4

自己
肯定
感別

全体

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

717 68.8 3.9 4.3 22.7 0.3

自分のことが好き 394 76.9 3.8 3.3 15.7 0.3

自分のことが好きではない 101 46.5 5.9 9.9 37.6 0.0

どちらでもない 204 63.7 3.4 3.9 28.4 0.5

全体

自己
肯定
感別

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

809 74.0 7.0 6.6 11.5 0.9

自分自身のことがとても好き 196 81.6 4.1 6.6 6.6 1.0

自分自身のことがまあ好き 247 81.0 4.5 4.9 8.5 1.2

どちらでもない 182 73.6 4.4 6.6 14.8 0.5

自分自身のことがあまり好きではない 102 63.7 12.7 5.9 17.6 0.0

自分自身のことがまったく好きではない 71 45.1 21.1 14.1 18.3 1.4

全体

自己
肯定
感別

別紙１ 
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② 自分にとって一番よいことは何か、大人に一緒に考えてもらえる 

「はい」と回答した割合は、小学校低学年 77.1％、小学校高学年 76.0％、中学生 69.6％と

なっており、年齢が高いほど、「はい」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔自己肯定感別（クロス）〕 

○小学校低学年 

 

 

 

 

 

○小学校高学年 

 

 

 

 

 

○中学生 

 

 

 

 

 

はい

77.1 

76.0 

69.6 

いいえ

1.7 

2.1 

6.1 

どちらでもない

3.0 

5.9 

8.9 

わからない

17.2 

15.3 

14.0 

無回答

0.9 

0.7 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

（N=743）

小学校高学年

（N=717）

中学生

（N=809）

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

743 77.1 1.7 3.0 17.2 0.9

自分のことが好き 505 83.2 0.6 2.2 13.3 0.8

自分のことが好きではない 76 61.8 6.6 3.9 26.3 1.3

どちらでもない 142 65.5 3.5 4.9 25.4 0.7

全体

自己
肯定
感別

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

717 76.0 2.1 5.9 15.3 0.7

自分のことが好き 394 83.8 1.8 3.6 10.4 0.5

自分のことが好きではない 101 51.5 6.9 8.9 32.7 0.0

どちらでもない 204 73.0 0.5 8.8 17.2 0.5

全体

自己
肯定
感別

（％）

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

809 69.6 6.1 8.9 14.0 1.5

自分自身のことがとても好き 196 82.7 4.6 4.1 7.1 1.5

自分自身のことがまあ好き 247 78.5 4.5 6.1 10.1 0.8

どちらでもない 182 65.9 4.4 15.4 12.1 2.2

自分自身のことがあまり好きではない 102 51.0 6.9 10.8 29.4 2.0

自分自身のことがまったく好きではない 71 39.4 16.9 14.1 28.2 1.4

自己
肯定
感別

全体
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③ 心も身体ものびのびと成長でき、安心して暮らしている 

「はい」と回答した割合は、小学校低学年85.5％、小学校高学年84.9％、中学生75.0％と

なっており、年齢が高いほど、「はい」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔自己肯定感別（クロス）〕 

○小学校低学年 

 

 

 

 

 

○小学校高学年 

 

 

 

 

 

○中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

85.5 

84.9 

75.0 

いいえ

2.4 

3.2 

6.1 

どちらでもない

2.2 

3.1 

8.3 

わからない

8.6 

7.4 

9.1 

無回答

1.3 

1.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

（N=743）

小学校高学年

（N=717）

中学生

（N=809）

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

743 85.5 2.4 2.2 8.6 1.3

自分のことが好き 505 90.1 1.4 2.0 5.3 1.2

自分のことが好きではない 76 71.1 9.2 2.6 15.8 1.3

どちらでもない 142 77.5 2.8 2.8 15.5 1.4

自己
肯定
感別

全体

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

717 84.9 3.2 3.1 7.4 1.4

自分のことが好き 394 91.4 2.0 0.5 5.1 1.0

自分のことが好きではない 101 60.4 7.9 8.9 19.8 3.0

どちらでもない 204 84.8 2.9 4.9 6.4 1.0

全体

自己
肯定
感別

（％）

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

809 75.0 6.1 8.3 9.1 1.5

自分自身のことがとても好き 196 85.2 4.1 4.1 3.6 3.1

自分自身のことがまあ好き 247 84.6 3.6 4.5 6.1 1.2

どちらでもない 182 74.2 4.4 8.2 12.1 1.1

自分自身のことがあまり好きではない 102 62.7 10.8 15.7 10.8 0.0

自分自身のことがまったく好きではない 71 35.2 16.9 21.1 25.4 1.4

全体

自己
肯定
感別
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④自由に意見を言うことができ、大人はその意見を大切にしてくれる 

小学校低学年・高学年では「はい」が７割台、中学生では「はい」が６割台となっており、中学生

では「いいえ」が 9.8％と割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔自己肯定感別（クロス）〕 

○小学校低学年 

 

 

 

 

 

○小学校高学年 

 

 

 

 

 

○中学生 

 

 

 

 

 

はい

74.3 

76.4 

67.0 

いいえ

2.6 

3.1 

9.8 

どちらでもない

4.7 

6.3 

10.4 

わからない

17.4 

13.2 

11.5 

無回答

1.1 

1.0 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

（N=743）

小学校高学年

（N=717）

中学生

（N=809）

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

743 74.3 2.6 4.7 17.4 1.1

自分のことが好き 505 79.8 2.6 4.2 12.7 0.8

自分のことが好きではない 76 53.9 5.3 2.6 35.5 2.6

どちらでもない 142 64.8 1.4 7.7 25.4 0.7

全体

自己
肯定
感別

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

717 76.4 3.1 6.3 13.2 1.0

自分のことが好き 394 86.3 1.3 4.3 7.1 1.0

自分のことが好きではない 101 51.5 8.9 10.9 28.7 0.0

どちらでもない 204 70.6 3.4 6.9 18.1 1.0

全体

自己
肯定
感別

（％）

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

809 67.0 9.8 10.4 11.5 1.4

自分自身のことがとても好き 196 81.6 7.1 2.6 7.1 1.5

自分自身のことがまあ好き 247 74.1 7.3 9.7 7.3 1.6

どちらでもない 182 64.8 8.8 12.1 12.6 1.6

自分自身のことがあまり好きではない 102 48.0 13.7 18.6 19.6 0.0

自分自身のことがまったく好きではない 71 36.6 21.1 16.9 23.9 1.4

自己
肯定
感別

全体
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⑤ おうちの人からたたかれたり、ひどいことを言われたりしていない 

年齢が高くなるほど、「はい」の割合が高くなっていますが、「いいえ」と回答した割合は、小学

校低学年 18.0％、小学校高学年 15.9％、中学生 11.1％となっており、７項目の中で、一番高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔自己肯定感別（クロス）〕 

○小学校低学年 

 

 

 

 

 

○小学校高学年 

 

 

 

 

 

 

○中学生 

 

 

 

 

 

 

 

はい

67.6 

70.0 

74.9 

いいえ

18.0 

15.9 

11.1 

どちらでもない

6.6 

6.0 

6.2 

わからない

6.7 

7.0 

6.9 

無回答

1.1 

1.1 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

（N=743）

小学校高学年

（N=717）

中学生

（N=809）

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

743 67.6 18.0 6.6 6.7 1.1

自分のことが好き 505 71.9 15.2 5.9 6.1 0.8

自分のことが好きではない 76 53.9 25.0 5.3 13.2 2.6

どちらでもない 142 57.0 24.6 10.6 6.3 1.4

全体

自己
肯定
感別

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

717 70.0 15.9 6.0 7.0 1.1

自分のことが好き 394 76.4 14.5 2.8 5.3 1.0

自分のことが好きではない 101 49.5 17.8 13.9 16.8 2.0

どちらでもない 204 69.1 16.7 8.3 5.4 0.5

全体

自己
肯定
感別

（％）

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

809 74.9 11.1 6.2 6.9 0.9

自分自身のことがとても好き 196 81.1 8.2 3.6 6.1 1.0

自分自身のことがまあ好き 247 76.9 10.9 6.5 4.5 1.2

どちらでもない 182 76.4 9.9 7.1 6.0 0.5

自分自身のことがあまり好きではない 102 69.6 13.7 5.9 10.8 0.0

自分自身のことがまったく好きではない 71 52.1 19.7 11.3 15.5 1.4

全体

自己
肯定
感別
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⑥ 自分に合った方法で学ぶことができている 

年齢が高いほど、「はい」の割合が低くなっており、小学校低学年 81.2％、小学校高学年

77.8％、中学生71.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔自己肯定感別（クロス）〕 

○小学校低学年 

 

 

 

 

 

 

○小学校高学年 

 

 

 

 

 

 

○中学生 

 

 

 

 

 

はい

81.2 

77.8 

71.2 

いいえ

2.2 

4.6 

7.3 

どちらでもない

3.4 

5.3 

8.4 

わからない

12.4 

11.6 

12.0 

無回答

0.9 

0.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

（N=743）

小学校高学年

（N=717）

中学生

（N=809）

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

743 81.2 2.2 3.4 12.4 0.9

自分のことが好き 505 85.5 1.8 2.0 10.3 0.4

自分のことが好きではない 76 75.0 2.6 6.6 13.2 2.6

どちらでもない 142 69.0 3.5 6.3 19.7 1.4

自己
肯定
感別

全体

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

717 77.8 4.6 5.3 11.6 0.7

自分のことが好き 394 87.3 2.5 2.5 6.6 1.0

自分のことが好きではない 101 56.4 7.9 10.9 24.8 0.0

どちらでもない 204 69.6 7.4 8.3 14.7 0.0

全体

自己
肯定
感別

（％）

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

809 71.2 7.3 8.4 12.0 1.1

自分自身のことがとても好き 196 81.1 5.6 4.1 8.2 1.0

自分自身のことがまあ好き 247 80.2 4.0 7.3 7.7 0.8

どちらでもない 182 65.9 5.5 9.9 17.6 1.1

自分自身のことがあまり好きではない 102 52.9 15.7 16.7 14.7 0.0

自分自身のことがまったく好きではない 71 56.3 15.5 8.5 16.9 2.8

自己
肯定
感別

全体
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⑦ やりたいことを楽しみ、のびのび遊び、疲れたら休むことができている 

年齢が高いほど、「はい」の割合が低くなっており、小学校低学年 87.5％、小学校高学年

80.2％、中学生74.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔自己肯定感別（クロス）〕 

○小学校低学年 

 

 

 

 

 

○小学校高学年 

 

 

 

 

 

○中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

87.5 

80.2 

74.3 

いいえ

2.8 

7.4 

8.2 

どちらでもない

3.6 

6.0 

10.1 

わからない

5.0 

5.9 

6.4 

無回答

1.1 

0.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

（N=743）

小学校高学年

（N=717）

中学生

（N=809）

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

743 87.5 2.8 3.6 5.0 1.1

自分のことが好き 505 90.7 2.2 3.2 3.2 0.8

自分のことが好きではない 76 78.9 2.6 6.6 9.2 2.6

どちらでもない 142 81.7 4.2 4.2 9.2 0.7

全体

自己
肯定
感別

（％）
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

717 80.2 7.4 6.0 5.9 0.6

自分のことが好き 394 87.8 3.8 3.8 4.1 0.5

自分のことが好きではない 101 57.4 15.8 10.9 15.8 0.0

どちらでもない 204 76.0 10.3 8.3 4.9 0.5

全体

自己
肯定
感別

（％）

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

809 74.3 8.2 10.1 6.4 1.0

自分自身のことがとても好き 196 82.7 6.1 3.6 5.6 2.0

自分自身のことがまあ好き 247 80.6 4.9 9.3 4.5 0.8

どちらでもない 182 74.2 8.8 10.4 6.0 0.5

自分自身のことがあまり好きではない 102 61.8 13.7 13.7 10.8 0.0

自分自身のことがまったく好きではない 71 46.5 16.9 25.4 9.9 1.4

全体

自己
肯定
感別
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子ども・青少年会議 

子どもたちからの提言 

 

①中高生 【学校・校則】 

 

 

別紙２ 
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②中高生 【公共施設・居場所】 
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③中高生 【情報】 
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④小学生 【学校・先生・友達】１枚目 
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④小学生 【学校・先生・友達】２枚目 
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⑤小学生 【ごみ問題などの環境】１枚目 
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⑤小学生 【ごみ問題などの環境】２枚目 
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⑥小学生 【遊び・居場所】１枚目 
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⑥小学生 【遊び・居場所】２枚目 
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どんなまちがいい 

①中高生 
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②小学生 １枚目 
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②小学生 ２枚目 
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②小学生 ３枚目 
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②小学生 ４枚目 

 

 


